
令和４年 10月 31日 第　182　号　（ ）議 会 だ よ り 6

引
間
真
理
子
議
員

関
連
質
問

問　

一
般
行
政
に
つ
い
て
、
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
以
下
の
４
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
１
．
令
和
３
年
度
決

算
状
況
に
つ
い
て
、
２
．
現
在
の
経
常
収

支
比
率
の
状
況
に
つ
い
て
、
３
．
市
債
を

発
行
し
現
在
の
負
債
及
び
回
復
見
込
み
に

つ
い
て
、
４
．
歳
入
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

答　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算
で
す
。

歳
入
決
算
額
が
約
１
７
８
億
２
０
０
０
万

円
、
歳
出
決
算
額
は
約
１
６
９
億
３
０
０

０
万
円
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
の
差
引
き
か

ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い

た
実
質
収
支
は
、
約
８
億
５
０
０
０
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会

計
及
び
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
も
、
一

般
会
計
と
同
様
、
黒
字
の
状
況
で
す
。
２

点
目
の
令
和
３
年
度
に
お
け
る
経
常
収
支

比
率
は
、
普
通
交
付
税
な
ど
の
経
常
一
般

財
源
が
増
加
し
た
た
め
、
昨
年
度
か
ら
５
．

０
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
94
．
６
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

数
値
は
、
県
の
平
均
に
比
べ
て
５
ポ
イ
ン

ト
以
上
上
回
る
見
込
み
で
あ
り
、
極
め
て

高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
続
い
て
、
３
点

目
で
す
が
、
市
債
の
現
在
高
と
回
復
見
込

み
に
つ
い
て
で
す
が
、
令
和
３
年
度
末
時

点
で
、
一
般
会
計
と
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
普
通
会
計
に
お
け

る
市
債
の
残
高
は
、
約
１
５
６
億
１
５
６

８
万
円
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。
市
債
の
償

還
額
は
令
和
４
年
度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
新
規
の
市
債
発
行
を
抑
制
す

る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
以
降
の
償

還
額
は
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
く
見
込
み

で
す
。
最
後
に
、
４
点
目
の
歳
入
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
基
幹
財
源
で
あ
る
市

税
収
入
が
低
迷
す
る
中
、
地
方
交
付
税
を

は
じ
め
と
し
た
国
の
財
政
措
置
が
拡
充
さ

れ
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
抑

制
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
将
来
的
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
一

層
の
進
展
に
よ
り
、
税
収
の
伸
び
は
期
待

で
き
ず
、
増
大
す
る
財
政
需
要
に
対
応
す

る
に
は
、
納
税
や
未
利
用
市
有
地
の
売
払

い
に
加
え
、
都
市
計
画
税
の
導
入
な
ど
新

た
な
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
た
抜
本
的

な
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問　

一
括
で
１
番
目
か
ら
４
番
目
ま
で
答

弁
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歳
入
面
に
お
い
て

は
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

政
府
が
打
ち
出
し
て
い
る
「
み
ど
り
の
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
と
い
う
の
が
２
０
３
０
年

か
ら
２
０
５
０
年
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で

す
が
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
今
あ
る
観
光
資
源
を
、
も
う

一
度
見
直
し
て
、
先
を
見
据
え
た
内
容
も

考
え
て
い
く
べ
き
か
と
思
い
ま
す
が
、
課

長
、
如
何
か
再
度
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答　

可
能
な
限
り
の
財
源
対
策
を
実
施
し
、

将
来
を
見
据
え
、
新
規
事
業
の
抑
制
や
既

存
事
業
の
見
直
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問　

次
に
後
期
高
齢
者
医
療
費
窓
口
負
担

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
令
和
４
年
10
月
１

日
よ
り
75
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
費
窓
口

負
担
に
つ
い
て
、
後
期
高
齢
者
の
う
ち
年

収
２
０
０
万
円
以
上
の
方
が
２
割
に
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。
改
正
後
の
国
が
示
す
負
担

割
の
要
件
は
、
課
税
所
得
28
万
円
以
上
か

つ
被
保
険
者
単
身
世
帯
で
は
２
０
０
万
円

以
上
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
何
か
負
担
に

対
し
て
配
慮
措
置
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

答　

窓
口
負
担
割
が
２
割
に
変
更
と
な
る

方
に
は
急
激
な
負
担
増
額
を
抑
制
す
る
た

め
、
施
行
後
３
年
間
は
、
１
ヶ
月
の
外
来

医
療
の
負
担
増
加
額
を
３
０
０
０
円
ま
で

に
抑
え
る
配
慮
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

問　

九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
の
概
要
に

つ
い
て

答　

10
月
23
日
に
本
市
を
千
葉
県
会
場
と

し
た
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
は
、
県
や

市
、
各
防
災
機
関
の
連
携
や
自
主
防
災
組

織
の
活
動
な
ど
、
実
務
的
な
訓
練
を
実
施

し
地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

る
。
各
種
訓
練
は
、
千
葉
県
東
方
沖
を
震

源
と
す
る
地
震
が
発
生
、
本
市
は
震
度
６

強
、
建
物
倒
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
麻

痺
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、
大
津
波
が
襲

来
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
。
白
里
海
岸
駐

車
場
で
は
、
自
衛
隊
や
消
防
な
ど
に
よ
る

救
出
救
助
訓
練
、
関
係
機
関
に
よ
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
等
応
急
復
旧
訓
練
を
実
施
。
大

網
白
里
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
防
災
啓
発
、
災

害
類
似
体
験
の
防
災
フ
ェ
ス
タ
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
を
実
施
。

増
穂
北
小
学
校
で
は
、
自
主
防
災
組
織
等

に
よ
る
避
難
所
設
置
運
営
訓
練
や
応
急
給

食
訓
練
を
実
施
、
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
の

津
波
避
難
施
設
で
は
津
波
避
難
訓
練
や
孤

立
避
難
者
救
助
訓
練
を
実
施
、
大
網
病
院
、

南
消
防
署
で
は
、
災
害
医
療
関
係
機
関
に

よ
る
応
急
救
護
所
等
設
置
運
営
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

問　

市
民
の
皆
様
へ
の
訓
練
の
周
知
に
つ

い
て

答　

市
内
や
近
隣
市
町
の
大
型
店
舗
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
へ
の
周
知

ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
区
、
自
治
会
へ
の
回
覧

文
書
、広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ツ
イ
ッ

タ
ー
へ
の
掲
載
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
り

周
知
し
、
訓
練
に
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

他
に
、
福
祉
避
難
所
の
現
状
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
、
北
今
泉
北
避
難
路
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
、
移
動
ス
ー
パ
ー
の
利

用
者
の
意
見
と
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
の

新
た
な
買
い
物
支
援
等
の
つ
い
て
質
問
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

問　

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
が
国
会
で
可
決

さ
れ
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
的
ケ
ア
児

の
在
宅
療
養
は
家
族
の
負
担
が
重
く
、
24

時
間
の
ケ
ア
の
た
め
に
保
護
者
が
仕
事
を

失
う
、
新
た
な
就
労
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
等
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
い
、

孤
立
す
る
状
況
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
日

常
生
活
及
び
、
社
会
生
活
を
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
こ
と
や
、
個
々
の
医
療
的
ケ

ア
児
の
状
況
に
応
じ
て
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
医
療

的
ケ
ア
児
の
概
要
と
支
援
の
流
れ
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
日
常
生
活
及

び
、
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
恒
常
的
に

医
療
的
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
児
童
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
心
身
の

機
能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
的
に
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
児
童
の
こ
と
で
す
。
医
療

的
ケ
ア
は
家
族
等
が
行
い
ま
す
。
医
療
的

生
活
援
助
行
為
の
こ
と
で
、
人
工
呼
吸
器

に
よ
る
呼
吸
管
理
や
た
ん
吸
引
、
病
気
等

で
口
か
ら
食
事
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
方

が
胃
や
腸
に
直
接
栄
養
剤
を
注
入
す
る
経

管
栄
養
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え

る
疾
病
や
状
態
は
様
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。

支
援
の
流
れ
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
課
に

お
い
て
障
害
福
祉
に
関
す
る
制
度
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
児
童
発
達
支
援

な
ど
障
害
児
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
た
ん
吸
引

お
む
つ
等
の
日
常
生
活
用
具
の
支
給
な
ど

提
供
し
て
お
り
、
専
門
的
な
相
談
機
関
と

し
て
千
葉
県
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
医
療
的
ケ

ア
児
の
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

問　

小
・
中
学
校
の
受
入
れ
に
つ
い
て

答　

就
学
に
お
け
る
保
護
者
等
か
ら
相
談

が
あ
っ
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
が

必
要
な
の
か
関
係
機
関
等
と
の
連
携
も
図

り
な
が
ら
適
切
な
就
学
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①　

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

問　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。

生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な

た
に
も
あ
る
も
の
で
す
の
で
、
た
め
ら
わ

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
で
は
、
生
活
保
護
が
た
め
ら
わ
ず

に
申
請
さ
れ
て
い
る
の
か
。
本
市
で
の
状

況
は
ど
う
か
。

答　

各
年
度
の
４
月
１
日
現
在
で
、
平
成

30
年
度
は
２
３
４
世
帯
、
令
和
元
年
度
は

２
３
２
帯
、
令
和
２
年
度
は
２
２
１
世
帯
、

令
和
３
年
度
は
２
３
２
世
帯
、
令
和
４
年

度
は
２
６
２
世
帯
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
が
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
そ
れ

ほ
ど
増
加
し
て
い
な
い
の
は
、
生
活
保
護

制
度
の
申
請
要
件
に
何
か
利
用
を
ち
ゅ
う

ち
ょ
さ
せ
る
も
の
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
生
活
保
護
を
何
で
利
用
し
な
い
ん
で

す
か
」
と
い
う
問
い
に
「
３
分
の
１
の
人

が
家
族
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
る
。

問　

令
和
３
年
度
の
生
活
保
護
の
申
請
数

と
、
そ
の
う
ち
の
扶
養
照
会
件
数
は
。

答　

令
和
３
年
度
は
53
世
帯
か
ら
生
活
保

護
の
申
請
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
実
際
に
扶

養
照
会
を
行
っ
た
の
は
49
世
帯
で
ご
ざ
い

ま
す
。

問　

扶
養
義
務
は
保
護
に
優
先
す
る
が
、

保
護
の
要
件
で
は
な
い
と
解
釈
す
る
が
ど

う
か
。

答　

必
ず
し
も
保
護
の
要
件
で
は
な
い
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
改
定
の
「
生
活
保
護
問
答

集
」
で
次
の
こ
と
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い

る
。「
実
際
に
扶
養
義
務
者
か
ら
の
金
銭

的
扶
養
が
行
わ
れ
た
と
き
に
、
こ
れ
を
被

保
護
者
の
収
入
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
等

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
扶
養
義
務
者

に
よ
る
扶
養
の
可
否
、
扶
養
す
る
か
し
な

い
か
の
可
否
、
保
護
の
適
否
の
判
断
に
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
」
と
。
こ
れ

は
重
要
な
改
定
。

問　

生
活
保
護
法
80
何
ケ
条
の
中
に
は
、

扶
養
照
会
を
行
う
と
か
行
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
か
、
こ
う
い
う
規
定
は
一
切
な

い
。
扶
養
照
会
に
法
的
義
務
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認
し
た
い
。

答　

必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
の
調
査

は
行
い
ま
す
が
、
扶
養
義
務
者
へ
の
扶
養

照
会
は
行
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
義
務
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

昨
年
１
月
28
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で
、

当
時
の
田
村
厚
労
大
臣
は
、「
扶
養
照
会

は
義
務
で
は
な
い
」
と
何
回
も
繰
り
返
し

て
い
る
。
法
的
義
務
が
な
い
が
、
実
施
要

領
に
書
き
込
ま
れ
、
そ
れ
が
生
活
保
護
の

申
請
を
た
め
ら
わ
せ
る
最
大
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
国
会
審
議

や
運
用
通
達
な
ど
を
越
え
る
よ
う
な
無
理

な
扶
養
照
会
が
な
い
よ
う
に
慎
重
な
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

問　

民
法
上
、「
扶
養
義
務
」
は
第
三
親

等
ま
で
だ
が
、
扶
養
照
会
に
あ
た
っ
て
は

一
律
・
機
械
的
に
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

扶
養
照
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護

申
請
時
に
お
い
て
生
活
歴
等
を
聴
取
し
、

親
族
と
の
交
流
の
有
無
や
虐
待
等
の
事
実

は
な
い
か
を
確
認
し
た
上
で
、
本
人
か
ら

同
意
を
得
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
人
が
拒
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
て
ど

う
対
応
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、

昨
年
、
問
答
集
に
書
き
加
え
ら
れ
た
。
扶

養
照
会
を
拒
ん
だ
場
合
は
、
何
で
拒
ん
で

い
る
の
か
と
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
そ
の
上

で
、
本
当
に
こ
の
対
象
者
に
つ
い
て
扶
養

照
会
を
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う

か
改
め
て
検
討
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
念

頭
に
入
れ
て
現
場
で
も
対
応
さ
れ
た
い
。

以
上
の
ほ
か
、
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

秋
葉 

好
美
　
議
員

市
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
を
守
り

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

会派代表質問

公
　
明
　
党

上
代 

和
利 

議
員

関
連
質
問

蛭
田 

公
二
郎
　
議
員

①
生
活
保
護
に
つ
い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

個人質問


